
訂正情報 
 
『若い読者のための数学史』について、以下のような誤植がございました。 
お客さまにご迷惑をおかけしましたことを謹んでお詫び申し上げます。 

2025 年 8 月 27 日 
 
正しくは以下のようになります。 
 
◆92 ページ １行目「 〈順列〉ロック」の「順列」の読みがな 
【誤】パーミュレーション 
【正】パーミュテーション 
 
◆155 ページ 最終行 

【誤】その素数 p で割ると余りがに a なる 

【正】その素数 p で割ると余りが a になる 

 
◆177 ページ ８～９行目 
【誤】矛盾が生じ、もとに位置にもどる一筆書きができませんでした。 
【正】矛盾が生じ、一筆書きができませんでした。 
 
◆254 ページ ８行目 
【誤】つまり、それ自分の要素となり 
【正】つまり、それじたいの要素となり 
 
◆263 ページ ９行目 
【誤】ここのでほしいのは 
【正】ここでほしいのは 
 
◆281 ページ うしろから４行目 
【誤】豊かな背景をもつ人物としてブルバギを 
【正】豊かな背景をもつ人物としてブルバキを 
 
◆284 ページ うしろから５行目 



【誤】１９９０年代には、ブルバギのグループに 
【正】１９９０年代には、ブルバキのグループに 
 
◆313 ページ １行目 
【誤】谷山―志村予想により楕円曲線であるためは 
【正】谷山―志村予想により楕円曲線であるためには 
 
◆313 ページ 11～12 行目 
【誤】「ワイルズは（…）数少ない者のひとりだった」だといいました。 
【正】「ワイルズは（…）数少ない者のひとりだった」といいました。 
 
◆315 ページ ３行目〔割り注内〕 
【誤】40 歳以下の数学者にあたえられものとされている 
【正】40 歳以下の数学者にあたえられるものとされている 
 
※以上は、第２刷より修正させていただきます。なお、電子版では修正済みです。 


